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フ４リピン海パレスベラ海盆巾央部の鏐海底から採取された柱状試料には，メートルオーダ

ーの厚いタービダイト屆か複数枚認められる。このタービダイト眉は基底に薄い平行瀑堽ある

いはりツプル菓理の発達する極根粒一細粒砂駟かあるが，そのほとんどか脱水橘造か顕署に免

達する火山灰質のシルト貿堆積物からなる。このタービダイト岡中には浮遊性有孔虫や石灰質

ナノプランクトン化石などの石灰貿粒子か含まれている。タービダイト層の圜には哮い遠洋性

粘土（赤色鈷土）が孜在する。帶礁牢や色の変化パターンは，巨視的に見ると砂屆から火山灰

貿シルト駟までが一巡の堆積物であることを示している。多・ の火山起源物質と石灰樊杖子の

存在はこのタービダイトの供給源が火山近傍の浅海域であることを示している。最も可能性の

ある給源としては。伊豆海嶺西側斜而が考えられる。

キーワード：タービダイト。火山ガラス，石灰質ナノプランク１ン化石，脱水構造，炭酸垣循
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Thick  turbidites  collected  from  the  Parece  Vela

Basin  deep-sea  floor

Ken  IKEHARA*y  Toshiya  KANAMATSU*10  Kantaro  FUJIOKA*10

Hiromi  MATSUOKA*11  Klicliifo  KAWAMURA*12  Masaya  TSUCIIIHASHI  *)3

Kazu  h iro KATO  *14 Hidemi  TAKASUGI  *15 Goro  KANEKO  *15

Tlifck  (several  meter  order) turbklilc be<ls wore  found  in a pision corc  sample  collected from

the  centra) Parece  Vela  Basin  deep-sea  floor. They  are computed  by basal very fine-fine sand  beds
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with  parallel and  ripple  lamination,  and  finer grained  silly beds  with  parallel lamination  and

dewatering  structures. Composition  of basal sand  beds  is volcanic  sand  grains,  and  that  of siUy

beds  Is volcanic  glass shards, planktonle  foraminifers,  calcareous  nannoplanktont.  and  fine silt

and  clay grains. Pelagic (red)  clay occurs  between  the  silty bed  and  the  basal  sand  bed  of  the

upper  turbidite bed.  Volumetric  magnetic  susceptibility  and  color  Indeces  (L*,  a*  and  b*

values)  indicate  systematic  change  within  a  turbidite  bed.  That  is, decreasing  of magnetic

susceptibility and  increasing  of L*  (lightening),  a * (becoming  more  red)  and  b * (becoming

more  yellow). The  decreasing  of magnetic  susceptibility is thought  to be  related to grain  size

fining from  basal  part to the  upper  part. These  systematic  changes  suggest  each  thick  turbidite

beds  is thought  to be a single depositional  unit megascopically.  Occurrence  of large amount  of

volcanic  glass  shards  and  of well-preserved  calcareous  fossils indicates  (he  origin  of these

turbidites might  be loeated near  the active volcano  (cs) and  at the shallow  water  region  (s) with

less  than 3.000  m  deep.  Most  probable  source  is the western  slope  of the Izu-Bonin  volcanic  arc,

located  several hundred  km  NE  from  the sampling  site.

Keywords:  turbidite, volcanic glass, calcareous nannofossi). water-escape  struoiijrc. Calcium

Carbonate  Compensation  Depth. Parcce Vela Basin

1. はじめに　　　　　　　　　　　　 。

沈み込み恨背後の大随縁辺都や島弧の拡大により形成

された背弧海盆は，その後の構造運動や火山活助，久候

変動，誨木琴変動に彫響されながら堆個物によって埋積

されていく。例えば背弧悔盆の一つである日本海は，当

時の構造運動に強く関係しながら，拡大畤のリフトの砺

還に沿って遅ぱれる厚いターピダイト刎によって陸側か

ら覯積されていったことか知られている（高野，1990 ；

立石ほか｡1992 : 荒戸・保柳，1995 など）。もちろん鳥

弧が小さく，随からの糯粒物貿の供給が小さい鳩では洵

盆の川積は主に風成塵起源の繼粒粒子や海洋裏層で生産

されたプランクトンのZI骸により1’jわれる。この場介に

は，悔盆の洌1積パターンは構造迎発よりも気候変菊や海

水郤変動に強く影響されることが予是!される。どのよう

な環境ドではどのような壼動か海盆の堙瞿作Jljに最も影

響を｡’jえるかは，眺積学のljｼ妛な研究テーマの･ つであ

るが，炭化水素鉱床などの資源探査や構遥発違史を考え

る|･｡でも岷要である。

1998 i  Jjに火厳された深海I閥査船「かいれい」の慣

熟航海CKR98･01 航海j では，フ 彳リピン海の背弧海

盆の･ つであるパレスベラ海盆巾央部の深海底において

２本のビ スＦンコアを探取した，このうちのｌ乖（P2 ）

は遠洋やlli l: （いわゆる赤色粘l:）からなってお り，こ

れまでにフ４リビン海の深海底から採収された堆積物と

|,il朷である,。しかしもう 】本の,ほ料 ｆＰＤ は， 一見して

j９４

ところどころに薄い砂刎を挟むほか，薄い明らかな遠洋

性粘土の 部分を除くと，全体が黄色昧を帯び，ややlyjる

く，やや根粒な堆積物からなっていた。この試科は全災

17m38cm の 試科であるが， 明らかな遠洋性黏 上の 部分

はあわせてもlm 強しかない。このような堆積物がどこ

からどの ようにしてもた らされて きたのかを知ること

は， パレスベラ海盆の埋積過程とそれを支配する要因を

特定するために.i[髮である。

ここでは， 上に船|こでの観察・測定結果に基づ き。 ・

部その後の測定結果を加えて。このコアの特徴と現在の

データセットから推定される堆積プロセスについて較Ili

する。

2.　賦料採取地点の位置と地形･地質及び分新方法

ピ ストンコア試料は， 深海調査船「かいれい」の慣熟

航海(KR98-01 航 海）において， フ４リピ ン海バレス

ベラ海盆中央部の北緯20 °49.58’，東経139 °22.64',水深

4.964.1mから採取された（1匍Ｄ。試料が採取されたのは，

パレスベラ海秡III央部の.|匕束･･南内に延びる1111地の北側

のJIのllの小海盆からであり，その,I?繼な地彫は明らか

でないものの，小海釐の北側の秘には海底 谷の存在が認

められる（lg12h また， 小海盆の南北は海盆底よりやや

水濠が浅くな,Ｊてお11，閉じた海盆とな-jているように

見える．より人きな地形で見ると．，式料採収地点lj･近は

伊り:海嶺酉伽斜|啝こ顕ａに,ぼめられる北束lh 襾 み向の
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Ｍ １ 試 科 採 取 地 点 の 位 置 と 周 辺 の 海 底 地 形

Ｆｉｇ.1 「a･･ ｌｉｏｎｏrｌｈｅｃｏｉ ｎｇsiteandthe ｓｕrｒｏｕndi 呟 ｂａｌｈy ｍｅtｒy

大きな谷状 地形 の最 南部の 延長上に当 たる。 試科採取地

点に続 く谷状地 形の起 点は 南硫黄鳥付近にある。

｡試科採 取地 点の 南の北 東一南 西に 延ぴ る119地 はパ レ ス

ベラ 海盆拡 大時 のIJ プデ ィングの構造 に倒係 した ものと

され （Ka ｓｕｇａ and Ｏｈａr・， 1997 ）｡ 爲 岩から なって いる

と考え ら れる。 フ ィIJピ ン海 の炭酸 塩 補償深 度 （ＣＣＤ）

は 水深4,000 ～4,300m （西村，1986 ） とされ， ここ に分

布 する 表層雛 積初 の多 くは遠 洋性 粘 土 （いわ ゆる赤 色粘

ll）からな ってお り， 一部では珪 藻収泥 も忽められてい

る （Piper el al., 1985 ； 西村 ほ か，199n 。こ の試料採

取 地点 の水 課はお よそ5,000m で あ り， フ ィリピ ン海の

ＣＣＤ よ り も有 意に深 いこ と から 越洋性 粘 辷の 分布がjs

匐 される 場所 であ る。「かい れい 」の4kHz サブ ポト ムプ

ロ フ７ イラー の記 録では， 試料採取 地点 の小海 盆は よく

成 刑したａ響 パ ター ンを 示して いる(1*13) 。

ピ スト ンコア試 料は。「かい れい 」の20m ピ スト ンコ

ア システ ムに よ９ て採取 された （図4 ， 写真1 ）。 船| ごに

li･|収 さ れたピ スト ンコア ラーは 。| こ|゙ の印をつ け た後｡

5m の ア ルミパ イプ 紅に 分割 され た。 アjレミパ イブ111の

堆積物l武将は。 油圧 式の コア邦 し111し器に よ･ｊて押 し川

JAMSTEC  J- Deep Sea Ｒａｓ.，14｛|併砒｝

され，塩ピ裝の半裁されたトイに受けて，およそlm 毎

に分制した。この畤，試料の上下を区SIIするよう注意し

た。 さらにこのlm 毎の試判･を半裁して，一方を分析用。

もう一方を保存用試料とした。なお，押し出された試料

の全長は17m38cm であるが，押し廁し時に押し出し用

ピストンとアルミパイプ のすき尚から多 少の堆個物が逃

げ111した。 ’F位の３本のパイプは5m 分入っていたと考

えられるので｡111 しll¶し前の試料長は19m を畑えていた

と推定される。分析用試料は，全体の写真搬影，肉収記

載， スメア スライド作成の後，古地磁気測定用と物性測

定川のプラスチックキューブによる定容量試料，微化石

jlj及びフ ミノ醢分析jll試料を採取Ｌた。保存用試料は，

グ 一ズア･yプ写真搬影の後，Ｂａｒlingloll MS-10帯磁

率計による価磁串測定とミノルタ分光渊色計CM-2002

による色測定を行った。１=磁嘔測定はコアljl動移動装置

をJIIいてｋｍ閥隔で，色洲定は堆積物の切断iliをラ･，プ

で咬-・た筱， 測色litのセンサー部を堆積物に密 着させて

ｌｃｍ間隔で測定した。測定が終j’した試料から。軟Ｘ線

町戉に よる構造解析川賦料を採取した。なお，最1･jl;の

セクション１につ いては。 含水比が非常に 高く。 試刺一が

j９5



閖２ 試 科 採 取 直蕕 に と られ た シ ー ピ ー ム2112 に よる 海 底 地 形 閥

Fig. 2 Ｄｅtiledt ｏｐｏｇｒａｐｈｉｃ ｍａｐａrｏｕｎｄｌｈｃｃｏrｉｎｇｓitebｙlheS £A  BEAM  2112

片側のトイにのみ残・ たため,保存用試料がなくなった。

このためセクション１については，全体の写真撮影の後，

帯磁率測定，色測定を行い，その後，肉眼記載， スメア

スライド作成，クローズアップ写貞撮影と古地磁気用及

び物性洲定用定容量試料のみを採取した。

これらの試料のうち，スメアスラ４ドについては船1こ

において偏光顕徹鏡でその粒度及ぴ粒子編成の概妛を検

討したほか，含まれる石灰質ナノプランクトンの編成と

保存度を覬察した。堆積物や堆歓構造は，舶jlでの肉眼

釼察，クローズアップ町真のほか，陸ｈにおいて撮影さ

れた･欧Ｘ線写真から判断した。さらに，帯磁率は陳jに

おいて物性測定川に採収したキ・ 一プ,武将| 側おきに，

Kappabridge によってﾐ 方向について測定し，その帯偲

申の平均値を求めた。

μj6

3. 採取試料 の記載

３.1　肉眼記 載の特徴

採 取された 試科（写典2 ）の肉 眼記 載を 第５図 に 示し

た。 全長17m38cm の 試科は， 大 きく７つ の堆 破ユニ ッ

トに区 分される。 各堆積ユニット の基底には 胯い砂 層が

存在 し，.ｈ方に向 かって細粒 化す る飢向 が認 めら れる。

砂屆 を除く 部分のほ とん どは火山 ガラ ス貿の シルトか ら

なっている。 ユニットの晟 Ｌ部に は茶褐色の遠洋性粘l;

が存 在する。 駁| 二部のユニ ット（ユニ ット1 ）で は遠 洋

偉粘|; を欠いているが， もともとな かっ たもの か，ピ ス

トンコアリ ングの際に 収衣層の遠 洋性粘1 こを飛ば して し

まっ たのか， また船 匕に揚収 して コアラ ーが横倒 しに な

った際に流出 したの かは判断できない。 また， 餓･ド部 の

ユニ ット（ユ ニットフ）では遠 洋性 粘|: の 部分し か認め

られない。Ｓ ユニ ットの厚 さは， ユニ ット１及び7 では

不明であ るが，そ れ以 外の ユニ ットで はお よそ2 ヽ6n 、

裡度の 川にあ る。 遠洋性 粘|; の心 ｈあ るいは【41Cドには｡

JAMSTEC J. Deep Ｓｅａ Ｒｅs.，14（19!助



図３「かいれい」のサブボトムプロフ７イラーによる表層地層探俺記録

FiR.3 Sub-bottom  profiler record at the coring site

|’1色の粘土層が袂在することがある（図5）。

肉眼記職からわかる堆積構造としては， 恭底部の砂

層で平行槧理か･;卜越するほか。一 部でリップ ル薬理も

観察される。 また， 平行葉理はその 上位のシルト刎で

も認められる。 シルト咽の部分では，･-･部に脱水彬造

も認められる。 シルト層最1ﾕ 郎の遠洋性粘土との境麥

に近い部分では， 生物擾 乱が顕軒に認められ，生物活

動があ９たことが推測される。

以ll のような堆積構造 及び堆積物粒度の変 化（1りj

繝粒化）は，遠洋性 枋 Ｌの部分を除く 各堆積ユニ ット

がタービダイトであ ることを示唆している。 各堆積ユ

こ ツトの タービダイト部分を より詳しく見ると， 基岐

の砂１ 部分ではより小さいスケールの|･｡方榻純化の構

造の繰り返しが認められる場合かある。

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅａ Res.｡14 C1998）

3.2　欹Ｘ線写真による堆積桶造の豺黴

歓Ｘ粽透過写真では，堆積ユニットの各部分の堆積構

途か明瞭に観察できる。特に，基底部の砂層の平行莱理，

りツプル薬理と脱水作川のため変形させられたコンポリ

ュー１葉理が顕著である（図6）。 シルト層中の平行葉理

は，砂荊の直|･｡とシル１層最上部付近に認められること

が多い（図5）。脱水構造はシルト層中のほとんどの場所

で観察される。その形思としては，平行槧理が垂直にgl:

覦するものともともとilｑ･i菓理を形或していたと考えら

れるものが 嶇ぬC力1111に引き伸ばされ，切れ切れになって

いるものとがある。なお，アルミパイプから試科を押し

川した際の変形構地と考えられるF.に凸の葉理網造がコ

ア全体を通じて認められる｛図6｝。
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図 ４ 使 川 し たピ ス ト ンコ ア シ ステ ム

Fig.  4 Shemalicdiagranlo11}lcpis ｌｏｎｃｏrｅrｓyslｅｍ

跟 ∂

3.3　 帯磁率測定結果

船上での帯磁率測定の 結果では， ユニ ット基底の 砂層

の部分で帯磁率が高く， 上位に向かって帯磁率が減少し

ていく傾向が認められた。同様な傾向は，陸上での 帯磁

率測定の結果でも認められる（図7）。帯磁率（ここでは

体積帯磁率＝単位体積あたりの帯磁率）は堆積物中の磁

性 鉱物の量と組成によることが知られているが，このよ

うな一連と考えられる酸化的環境下の堆積物中で磁性鉱

物の種類が大きく変化するとは考えづらいので，こ れは

磁性鉱物の量の変化を示していると推定される。帯 磁率

は，ユニット基底の砂層の部分で最も帯磁率が高く， 彖

上部の遠洋性粘土の部分で帯磁率が最も低く， 堆秘ユニ

ット巾での粒度の上方細粒化によく対応している。この

ことは，巨視的には厚さ約１～5. 7m の各タービダイト

が一辿の堆積物であることを示唆 している。

3.４　色測定結果

船上で分光測色計で測定した堆積物の色は， すべての

ユニットでユニット下位から上位に向かって同じ変化パ

ターンを示している（図8 ）。すなわち，ユニット基底の

砂層から最上部の遠洋性粘土にいたるまで，色の明色化

（Ｌ＊佰の上方への増加）， 色の栂色化（ａ＊及びb ＊佶両

方の上方への増加 一色の赤色（ａ＊）化及び＝色の黄色

（b ＊ 僖の増加）が認められる。しかし， より洋し く兇

ると，Ｌ＊佰は明 色化していった 後再度暗色化して遠洋

性粘土に達する。そして，遠洋性粘土ではそれ以下のシ

ルト層 の部分より も明色化する傾向 にあること がわか

る。以JI のような堆積物の色の系統的な変化は，それぞ

れのタービダイトが一連の堆積物であることを示唆して

いる。

3.５　 構 成 物 の観 察 結 果

船J に お け る ス メ ア ス ラ イ ド の 予 察 的 検 討 紬 米 で は ，

各 タービ ダ イ ト中 で の 上 方 細|粒 化 の パ タ ー ン か 観 察 され

る 。 また， 鶏底 の 砂 層 を構 成 す る粒 了-は 火山 起 源の 砂 粒r･

を 含 むほ か ， その| 二位 の シ ル ト屆は 火|ljガ ラ スを特 徴 的 に

含 み ， 全体 と して 火1｣|起 滬iの 鞍 了･に 富 むこ とが わか る。

また， タ ービ ダ イト部 分 には 浮遊 性 有 孔 虫や 石 灰 貿 ナ

ノ プ ラ ンク ト ン化 石 と い っ た石 灰 質 粒f･ を 含 ん で い る 。

石 灰 質 ナ ノプ ラ ン ク ト ン化 石 の 含有 量 と 保 存状 態 は 。 基

底 の 砂 層 で11 俺 の シ ル ト削 に比 べ て 含 有・ が や や 少 な い

場 合 があ るが 。･ 般 に タ ー ビ ダ イ ト 部 分 で は 含 有 以は 多

く ， 保 存 状 慂 も 普通 ～良 好 であ る{ 鬨5} 。 ま た ， タ ー ピ

ダ イ ト駲･IIに 産 す る 浮遊 性 有 孔 虫は 小 唄 の も の が ほ と ん

JAMSTEC  J. Deep ｓea Re ｓ.，１４１１９９８)



(ｘ15 吠 扞 の 模 式 朴 状 閥

叭ｇ.51) ｅｓ4ヽ 1'ipliollonhccollcctｃｄｃt)rｃ

とで． 人きさがそろ-ｊて いる とい う特 戡をｲj‘して いる．

こ れに対 して， 遠洋ず|ﾓgli l:のIS 分 とタービ ダイト駲41 1･.

部の 生物擾 乱が 罷達す る11S分では 石灰il ナノプ ランクト

ン化石の 含有IltはJ14' に 少ないか産川せず．そ の保 存度

は怒 く，溶 解の彫響を受 けて いるこ とが わかる．

４. タービダイト屬の認定と構造

以|･.のような糾察 ・洲定結米lよ．遭汗性粘|で以外の砂

層ヽ シルトJM のIS分がIli脱的には･ 達のタービダイト川

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ｡14 CI!時艱）

であることを指示している． ターピダ･1卜哨の境界は帯

磁率及ぴ色測定． 及び石灰貿チ ノプランクトン化石の含

ｲj‘IIIなどから,ぽ定･ll'能である．

･つのタービダイト層は川さ1 ヽ5.7m 程嵯とJIり;1にly

いが．トラクションでの柚送に】刈係する砂層の郎分は10

数～87c111裡度と比較的薄く． サスペンジョンで輸送さ

れたと 考えられるシルト刈の部分かJli常に厚いのが特徹

である(1119)．さらにjlR積構遥としては．脱水作川に関

係した榊造か砂層・シルト刎jtに顕削こ,ぽめられるのが

j卯



図 ６ タ ー ピ ダ イ １ ２の 基 底 の 砂 剞 か ら.|:謠 に 向 か うJ11拮 構 造 の 変

化{ 軟 Ｘ線 写 真} ． 杉 真 の 輜Ej6. ５ｃＩ】.|:|色 郎 か 庇 密 度{ 糖

粒} 部.

Fig.  6 Ｓｏ鳬･Xadi ｑrip]IIS of basal ｓａ●d 】layer to upper silly 】ａyｅr ｏｌ

Turbidilc  2. ＼＼1dth of the slice is S.S cm

特徴である．こ のターピ ダイ|･層はI前述のように|! 棍的

には･ 枚のタービ ダイl 駲ヽ として 認躡できるので，･II･|

の乱泥流から堆積 したものと推定される。jl 本周辺 海賊

の唯個物試捫･･IIに伏在する ターピ ダイl･駲は さまざまな

鳩所から報告されているが， 代衣的 な海底Ｍ 状地で ある

||本海の窃山深海Ｍ 状地から採嗔 された試料でもそ の厚

さはせいぜい数～|･ 哉clil･11暖{III 嶋ほ か，1996} ，|| 夲

海11111;地震の震湎城 付近 の地震性 タービダ イトで10 ～

2(kj・ 程度(Ill 嶋・金JI:，19953 ，北 海辺)111･tiilll地震 の地

震性 ターピダ41 でヽ 袞～ 】(ｋｍ 程皮( 池原 －JI内，1998)

である,．また，こ れらの タービ ダイトのほ とんどは トラ

クションに関係 した砂刈の部分かほ とんどで， サ スペン

ジョ ン起岨の シル1ヽ川のal;分は せいぜ い致ｃｍ 程度の場

合がほとんどであ る，したが,j て． 今II･|採収 された ター

ビダイ|･層がこれらに比べて． その令体及びサ スペ ンジ

ョン起 源のシル|･jM の厚さが非常に厚いこ とかわかる，

ぶ鍜

また脱水構遥の発違は，堆積初期状態での含水率の高

さと加重に対する不安定さを示している。通常の遠洋

性／半遠洋性堆献物では， 海水／堆積物境界の高い含水

率は海底il{下の数ｃｍ程度の間 に急激に減 少し ていく

(池原，1997)。そして，さらにその後もゆっくりとした

含水率の 減少傾向を示す。つまり，通常の堆秘速度の場

合には新たに降り積もってくる眺積物の 加重は表層堆積

物巾でゆっくりと解消されていると考えられる。このよ

うな状態では， 海水／堆積物境界付近で 初川含水率が高

くとも加重による川隙水圧の上昇は起こりづらいと 考え

られる。したがって，脱水構造を発達させた加･爪による

川隙水圧の上昇はおそらく乱泥訛からの急激な大,随の粒

子の堆積に起因したものである可能性が高い。

5. 堆積物の年代

含 布される石灰 質ナ ノプラ ンク|･ ン化石 から， 堆積 物

の年代が推 定で きる。 石灰貿ナノプ ランクトン化石が 含

まれるのは タービ ダイト 層であ るので，J1 次的に 堆積 し

た化石であ り， 正確な堆 積年代 を示していないが， 群 集

の示す年代よ りも新しい堆積物であ るこ とは間違いない。

舶｡|･｡での偏 光頻微 鏡による スメア スライドの観察から。

石灰貿ナノプラ ンクト ン化石の Ｇ邨ゐ揶ｘ崢ｓ ｇ 啣1,ｉａが 含

まれ，凡ａ吻1，㎡jiｓixＭｃｓｓl･yを含まないこ とかわかる。

Berggren ct al. （1995 ）の年代●||に よれば，Ｒ 鈿cｓ,ｌｏｇの

絶滅は0.46Ma とされている。 したがって， 今1111採取 され

たターピ ダイト駲のj隹積年代は46 万年 前以 降となる。

6. 堆碩物の起源

タービダイト層を構成する特徴的な収r- としては，火

|||起i啄粒r･，特に シルト削巾の火山ガラスと，浮遊性ｲj･

孔虫と石灰貿ナノプ ランクトン化石に代表される石灰貿

粒Ｆがあげられる。この両J?からタービダイト刔の起il

について考察する。

人Illな火|||起源餃f･ の存fjﾐは， タービダイト駲の起源

が火|||の近辺に位置していることを指示している。前述

のようにこ れらのタービダイト刎の堆積 年代は46 万印

lii以降と新しい。 一方，試料採収位置はパレ スベラ海岔

III･l●の北束　曲西に雁行する海盆拡人畤の拡人･鴎に対応

する1111｣也のII'{近に位置している 巾11}。この111j地を軸と

した海盆の拡 人は後期漸新||ﾋ～初期巾新 隰のこととされ

(Kaｒig，1971a.1975)｡ 現在謡動的でない｡ このことは

採取地力 近傍には維源となる新しい火|||がないことを小

している｡｡
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--一方，保 存のよい 石灰 賀微化 石の存 在はタービダイト

層が採 取地 点より もかな り浅い 水深からもたらされ たも

ので あるこ とを 示してい る。採 収地 点の水深は4,964m

で， フ ィリピ ン誨のＣＣＤ は4,000 ～4,300m 程 度と され

ている( 西村，1986) 。 し たがって，給 源がＣＣＤ よりも

深ければ, 石灰 質微化石は含 まれない はずであ る。また，

石灰 貿徴化 石の保存 はよ く， 給 源の 水深がＣＣＤ 付近 と

いう より もそ れよ りもかな り浅い 可 能性を 指示 して い

る。 保存状 態の比較 からす ると， 水深3,000m 程度以 浅

である可催性 が高い。

これらの 火山起 源粒 子と石灰 質鐓化石 から の制約条 件

を考慮 してそ の給 源を採取 地点 近傍で 見つけて 見る。 ま

ず， 水深 が3,000m の 等深 線を 海底 地形図｣ こで 迫う と，

パレ スベラ海 鼠巾にはJli當 に小 さな高まりし か認めら れ

ず， 大ja の タービ ダイト の絵源 としては小 さす ぎるよう

に 考えられる。 次に 大きい ものは パレ スベラ海 盆の西緑

をなす占島弧で ある 九州－パラオ海嶺( Ｋａrig，1971a ，b)

がある。 この 海徽は 占い 励孤であ り，現 在火山話動は 認

められない。 したが って， 給源 とは 考えづ らい。 採取地

点に近い彖 も大きな 浅海峨は伊 豆海嶺である。 採収地点

は伊丿叺海嶺内縁 の人地 形であ る北 東一南四 の雁 行状の|!"I

地の南伽の延 長に位 置している。 その1111地の北無の延 長

|･｡には 活火|｡||である 硫皿島 と南硫 黄島が 存在する。 した

がって， 給源 として の条件を満 たしている。 伊QE 海嶺 周

辺では， 火山起源札f･ から構成 された タービ ダイト刎 が

火|||フロ ントの近 傍で 認められてい る(Ni ｓhim ｕｒａ ａｎｄ

Ｍｕrａｋａｍｉ，1988) 。 今|!IE律られ たタービ ダイト 層も石灰

貿徹化 石を多 く含 むこ とから。 火山活助 に関係 して 火|||

から直接 供給 された粒r･ に よるというよりも， 火111活動

に 関係 して火|||近傍の海底 斜|削こ･ 度堆積 したものがな

JAMSTEC  J. Oe叩Sea ｎｅs.，14(| 劔8)
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圃 ９ タ ーピ ダ イ ト 哨 の 橈 式 柱 状 閣

Fig,  9 Schematic  representation  of cach  turbiditc  layer

んらかの原囚で崩壊したものと推定される。したがって，

最も確からしいタービダイト屆の給源は硫黄島周辺の伊

･71海嶺四仰斜而城となる。この維定か正しければ，ター

ビダイト層はおよそ300km 以 上｡の距離を移助して きたこ

とになる，

7. お わり に

以 】･.，バレスベラ海盆から採取された厚層タービダイ

トの概要について述べた..iU こ船|･.での観察韶果からす

洳2

ると，このタービダイトは伊,gC海嶺両側斜面から300km

以11の距離を移助してきて｡111】地の末端郤で地形的効果

によりサスペンジョン部分が厚くなって，急彖に堆積し

て形成された，と推定される。堆積学的には，このよう

な厚いタービダイト剔の形成原囚の畔細について， さら

に詳和な分析から検討されねばならない。このため堆積

物の粒皮・純f･組成の検吋，柁f･ 配列の解析を始めてい

る。 また，給源と輸送過代については，伊り:海嶺からパ

レスベラ海盆の海底地形や衣層堆積物の堆積状端の解析

JAMSTEC  J. Deep S≪d Ｒｅｓ.｡14119S)



を進める必要があるほか，タービダイト層111体の 供給方

向を堆積構造や粒子配列と古地磁気学的方位づけとを組

み介わせることにより考えていく必要がある。一方，パ

レスベ ラ海盆とその周辺の地 質学的研究の而からする

と。このような厚いターピダイト層の発生と堆積は，伊

Ｍ海嶺における火山活助に閥係するほか。 背弧海盆の埋

積過程について 爪要である。 今後さらに分析・解析を進

めていく予定である。

剛　　 辞

「かいれい」の兵頭　IS船畏を始めとするKR98-01 航

海鳶艇貝の方々及び日本海洋事業の小寺　 透氏。 乗船研

究者の方々には船上作業 を通じて大変お||Ic諸になった。

船上及び陸上での帶磁牢測定では， 地質調査所の小田啓

邦|専士，||,|畤悛嗣|孝士，AL.Abdeldayem19 十にお世話

になった。以｡匕の方々にj9 くお礼|||し上げる。
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